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図面の扱いに
関する御注意

伝統的民家の優れた温熱特性を纏った木造ユニット
「遮熱」「調湿」「通風」「蓄熱」「放射熱」という伝統的民家の持つ優れた温熱特性を、現代の工法と
材料で再現した。これら特性を用いることで、高気密化に頼らず、快適な温熱環境と、機械換気がなくて
も清浄な空気が循環する、室内環境を作り出せた。

伝統的置屋根［ダブルルーフ］を応用したハイブリット建築

　本計画では、日本の伝統的民家に見られる、「遮熱」「調湿」「通風」
「蓄熱」「放射熱」の優れた温熱特性に注目し、現代の一般的な工法を用
いて、施主のニーズと風土に適した建築物を創ることを試みた。
　施主夫婦（夫、日本人。妻、ドイツ人）が持つ「相反する」要望を読み
解くうち、RC造のフレームの中に、木造のユニットを納め、上記特性を生
み出すことを着想。主なクライアントの要望は以下である。
　① 夫：屋上にセルフビルドでオリジナルのサボテン温室を造りたい。
　② 妻：１階のブックカフェは無柱空間にしたい。
　③ 妻：エアコンの風が苦手で、ブックカフェにも極力使用したくない。

〜伝統的民家の優れた温熱特性に学ぶ高蓄熱高調湿［脱高気密高断熱］の建物づくり〜

＊出典：伝統的民家における温熱特性と現代住宅への応用に関する研究　金田正夫著

□データシート
主要用途　　　：店舗（ブックカフェ）兼用住宅
建築設計・監理：長野智雄設計工房
構造設計・監理：MAY設計
施工　　　　　：守屋工務店
敷地面積　　　：209.69㎡
建築面積　　　：64.23㎡
延床面積　　　：99.55㎡
１階面積　　　：ブックカフェ部分36.44㎡
　　　　　　　　住宅部分8.26㎡
２階面積　　　：住宅部分54.85㎡
規模　　　　　：地上２階
構造　　　　　：鉄筋コンクリート造
地域地区　　　：第一種低層住居専用地域
　　　　　　　　第一種高度地区／法22条区域
設計期間　　　：2018年4月〜2019年4月
施工期間　　　：2019年4月〜2020年1月

RC造と木造のハイブリッド
構造形式はRC造とし、木造ユニットは構造的制約を受けないようにした。それにより、プランの自由度が
上がり、改修時の制約事も減り、様々な要望、時代の変化に柔軟に対応できるようになった。また、自重
の軽い木造ユニットを合わせる事で、建物全体の自重が抑えられ、基礎面積、土の掘削量も減らせた。

構造的に優れた、
シンプルでミニマムなRC造フレームに・・・

温熱特性に優れた、
フレキシビリティーの高い木造ユニットを容れる

伝統的置屋根の応用
工事完了後、施主が屋上に自作温室を設置するため、一般的な防水・断熱工法では不安があり、その問題を
解消するために、ダブルルーフ（置屋根）とした。伝統的置屋根の特性を応用する事で、さらに室内の温熱
環境を高めた。

片持ちスラブを多用
屋上・２階スラブの一部、階段を片持ちスラブとし、敷地内の表土面積を増やすことができた（未舗装部分
を増やし、屋外の温熱環境もより良くするため）。また、土の掘削量も減らせた。

入れ子［二重］構造
温熱環境の悪いRC造フレームと、温熱環境の良い木造ユニットが、出来る限り接しないようにした。

　④ 夫：無垢の木をなるべく使いたい（天然資源経済博士で大学では林学
　　　　を学んでいたため木が好き）。
　⑤ 先のわからない子供世代に代替わりした時も様々な変化に柔軟に対応
　　 できる（娘がドイツ在住、日本に戻るかは不明）。

　これら要望の、①②をRC造フレームで、③④⑤を木造ユニットで応えた。
　暑さ寒さという対照的な条件に適応してきた先人の知恵を取り入れながら、
多様化する現代の問題も包み込む建築の形を模索して、完成に至った。

＊

最小限の構造躯体で構成
RC造の躯体は、必要最小限の部材で構成されスパン6.6mの無柱空間とした。それによりプランの自由度を
高め、将来的な需要の変化にも柔軟に対応できるようにした。

＊計画初期段階のコンセプトスケッチ（計画進行に伴い、細部の変更あり）
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通風［遮熱］

通風［遮熱］

通風［換気］

夏至の日射角度

冬至の日射角度

サボテン栽培
スペース

RCフレームと木造ユニットのハイブリッド構法で通風・遮熱効果を高める
・伝統的民家の開口率と通風率の応用。
　構造形式をRC造とすることで、木造ユニット部の構造的制約をなくし、
　開口部の配置と大きさを自由に設定、室内の通風率を高める。
・伝統的民家の西日遮熱（厚い土壁）の応用。
　西側に配置したRC壁（熱容量の大きな壁）と、階段室（二重壁＋通風）
　で西日日射（一時的に加わる大きな日射）の熱を遮熱する。

調湿・透湿性能の高い材料で湿度をコントロール
・伝統的民家の土壁を木質繊維断熱材、特殊珪酸カルシウム板で応用。
　結露をなくし、体感温度も和らげる。
・漆喰、木材、木片紙クロス、畳との併用でさらに効果を高める。
・壁内の結露をなくし、建物の寿命を延ばす。
　（気密シートは不使用 or 可変透湿気密シートの使用）

片持ちスラブで日射をコントロール
・伝統的民家の深い軒をRCスラブで応用。

＊置き屋根とは
土蔵に多く見られた二重屋根構法の、上重の屋根を指す呼称。
土塗りした下屋根の上に木組みをして、板や茅で葺いたもので、上下屋根間の距離が離れるほど遮熱効果は高い。
計測時間11：40、外気温27.1℃、上下屋根間距離30cmの置き屋根の屋根上面温度が66.1℃、
それが下屋根上面では29.3℃まで下降する（前記文献内測定値）

二重屋根で遮熱効果を高める
・伝統的民家の『置き屋根』をRCスラブで応用。
　屋根間の通気層を十分に確保し風速を速めることでさらに効果を高める。
・遮熱材との併用でさらに効果を高める。

通風［遮熱］

通風［遮熱］

通風［換気］

＊

伝統的民家の優れた温熱特性を現代に・・・

蒸散・蒸発

放射熱源で体感温度をコントロール
・伝統的民家の囲炉裏（暖房）を輻射式冷暖房で応用。
　エアコンのように空気の対流で温湿度を調整するわけ
　ではないので、気密性を上げる必要がなくなり、室内
　の結露や空気汚染を防ぐ。
・熱容量の大きな材料とシーリングファンの併用でさら
　に効果を高める。

木造ユニットを熱容量の大きい材料で覆い蓄熱・遮熱効果を高める
・伝統的民家の土壁を木繊維断熱材、特殊珪酸カルシウム板で応用。
　昼間に日射や部屋の熱を貰い受け、夜間にその熱を放出。結果、
　室温の日較差を小さくし、温度の変化も緩やかに推移する。
・遮熱材、輻射冷暖房との併用でさらに効果を高める。

土をなるべく残し、地面の表面温度をコントロール
・芝や植栽などを植え、さらに効果を高める。

蒸散・蒸発
放射熱の拡散

＊西日のような一時的に（短時間に）加わる日射に対して、土壁のように熱容量の大きい面では、
壁に蓄熱される前に熱源である太陽が沈んでしまうため、室内まで熱が伝わらず遮熱効果を生む。

＊

シーリングファンで冷暖房効果を高める

遮熱

遮熱

放射熱源

放射熱源 住居
スペース

ブックカフェ
スペース

＊計画初期段階のコンセプト断面図（計画進行に伴い、細部の変更あり）

都立野川公園
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